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研究要旨 

特発性正常圧水頭症の診断ガイドライン改訂 3 版の作成に向けて手術法ならびに医療経済効果に関する論文

レビューを実施した. 手術法に関する報告としては, iNPH に対する shunt 手術の有用性を報告したものが多

い. ただし, LP shuntに関する報告は VP shuntに関する報告と異なり, ほとんどが日本からの報告であった. 

我々は当研究班メンバーが中心となって行った SINPHONI, SINPHONI-2 studyの結果に基づき, iNPHに対する

shunt手術は医療経済効果の観点からも有益であると報告した. しかし, 論文検索を行ったところ, 医療経済

効果の検討に関する報告は極めて少なく, evidence level が高い研究に基づく報告がほとんど存在しないの

が現状である.   

 

Ａ．研究目的 

特発性正常圧水頭症診断ガイドライン改訂２版の

発刊から時間も経過し, 改訂 3 版の作成が必要な

時期となった. そのため, この期間中に新しく報

告された論文のレビューを実施した.  

 

 

Ｂ．研究方法 

当グループでは手術法ならびに医療経済効果につ

いて担当した. 手術法については, iNPH に対する

治療法としてはどのようなものがあるかという

clinical questionを設けて, 手術法に関する論文

を pubmedから検索した. また, 医療経済効果の検

討に関しては, iNPH に対する shunt 手術は医療経

済的に有効か否かという clniical question を設

けて, 同様に pubmedから検索した.  

  

 

Ｃ．研究結果 

約 300の論文の abstractから手術法と関連するも

のを pickupして内容を確認したところ, 主たる論

文の論調は, iNPH に対する shunt 手術は医学的に

有用であるというものであった. なお, LP shunt

に関する報告は VP shunt に関する報告と異なり, 

ほとんどが日本からの報告であった.  

医療経済効果を検討した論文は極めて少なく, 

evidence levelが高い研究に基づく報告としては, 

当研究班メンバーが中心となって行った SINPHONI, 

SINPHONI-2 study の結果に基づくものしか存在し

なかった. これらの論文を systematic review の

形で今後検討していく予定である.  

 

 

Ｄ．考察 

当研究班のメンバーが中心となって行った

SINPHONI-2 study は, LP shunt が VP shunt と変

わらぬ程度に iNPHに対して有用であることを証明

した. しかし, 論文数からみると, LP shunt の有

用性を報告しているものは圧倒的に日本からであ

り, 加えて VP shuntと比較して論文数が少ないと

いう現状がある. ガイドライン改訂 3 版の中に LP 

shuntの有用性を銘記することが重要と考える. ま

た, iNPH に対する shunt 手術の医療経済効果に関

する論文もまだ十分になく, 今後 evidence level

の高い研究に基づいた医療経済効果に関する報告

が増えることが望まれる.  

 

 

Ｅ．結論 

特発性正常圧水頭症の診断ガイドライン改訂 3 版

の作成に向けて手術法ならびに医療経済効果に関

する論文レビューを実施した. 手術法に関する報

告の論調としては, iNPH に対する shunt 手術は有

用である. ただし, LP shunt に関する報告は VP 

shuntに関する報告と異なり, ほとんどが日本から

の報告であるため, ガイドライン改訂 3 版の中に

LP shuntの有用性を銘記することが重要と考える. 

また, 我々は iNPHに対する shunt 手術は医療経済

効果の観点からも有益であると報告したが , 

evidence level が高い研究に基づく医療経済効果

に関する検討がなされたものは現状ではほとんど

存在しない. この点もガイドライン改訂 3 版の中

に銘記することで, 医療経済効果に関する論文が

増えて, さらに検討が深まることを期待したい.  

 

 

F．健康危険情報：なし 

 

14



 

G. 研究発表 

１, 論文発表  
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Y, Date I. Front Aging Neurosci. 2018 Feb 
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eCollection 2018 

 

Hippocampal neurogenesis of Wistar Kyoto rats 

is congenitally impaired and correlated with 

stress resistance. Kin K, Yasuhara T, Kameda M, 
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Umakoshi M, Kuwahara K, Kin I, Tajiri N, Date 

I. Behav Brain Res. 2017 Jun 30;329:148-156. 
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２, 学会発表 

第 19回日本正常圧水頭症学会 京都, 2018.02 

シャント手術と医療経済効果に関する文献レビュ

ー─shunt 手術おける antibiotic-impregnated 

catheterの使用について─ 

亀田雅博、伊達 勲 

 

第 19回日本正常圧水頭症学会 京都, 2018.02 

VP シャント基本手技─ガイドラインを踏まえて─

（ランチョンセミナー） 

亀田雅博 
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平成 29年度 厚生労働科学研究費補助金難治性疾

患政策研究事業「特発性正常圧水頭症の診療ガイ

ドライン作成に関する研究」（H29-難治等（難）-

一般-037）班会議 東京, 2017.11 

医療経済 

伊達 勲、亀田雅博 

 

第 10回日本水頭症脳脊髄液学会 東京, 2017.11 

特発性正常圧水頭症に対する shunt 手術の医療経

済効果 

亀田雅博、他 

 

（一社）日本脳神経外科学会第 76 回学術総会 名

古屋, 2017.10 

特発性正常圧水頭症（iNPH）に対する shunt 手術

が与える医療経済効果 

亀田雅博、山田茂樹、厚地正道、木村輝雄、数井

裕光、宮嶋雅一、森 悦朗、石川正恒、伊達 勲 

 

The Ninth Meeting of the International Society 

for Hydrocephalus and Cerebrospinal Fluid 

Disorders (Hydrocephalus 2017) Kobe, Japan, 

2017.09 

Cost-efectiveness analysis of shunt surgery for 

idiopathic normal pressure hydrocephalus 

Kameda M , Yamada S , Atsuchi M , Kimura T , Kazui 

H , Miyajima M , Mori E , Ishikawa M , Date I  

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況  （予定を含

む. ） 

1. 特許取得 なし 

2. 実用新案登録  なし 

3. その他 なし 
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